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は
じ
め
に

禅
は
今
日
、
中
世
に
本
格
的
に
興
隆
す
る
禅
宗
を
意
味
す
る
語
句
と
し
て
用
い
ら

れ
る
が
、
本
来
は
全
て
の
教
学
に
存
在
す
る
実
践
手
段
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
禅
と
は
、
唐
の
元
和
十
二
年
（
八
一
七
）、
慧
琳
が
撰
述
し
た
一
切
経

の
難
語
句
の
発
音
や
語
義
を
解
説
し
た
仏
書
「
一
切
経
音
義
」）

1
（

に
、「
禪
〈
禪
那
云
／

靜
慮
〉」）

2
（

と
あ
る
様
に
、「
禪
那
」
と
も
言
い
、「
靜
慮
」
の
意
味
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

「
靜
慮
」
と
は
、
同
巻
二
一
に
、「
禪
那
此
云
靜
慮
謂
靜
心
思
慮
也
」
と
あ
る
様
に
、

心
を
静
め
て
思
慮
を
め
ぐ
ら
す
と
の
意
味
で
あ
る
。
又
、「
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙

論
」）

3
（

に
は
、「
靜
謂
寂
靜
、
慮
謂
籌
量
、
此
四
地
中
定
・
慧
平
等
故
稱
靜
慮
」
と
の

記
述
が
見
ら
れ
る
。
寂
静
と
は
煩
悩
を
離
れ
た
悟
り
の
境
地
で
あ
り
、「
籌
慮
」
と

は
慮
る
こ
と
を
い
う
。
そ
れ
を
併
せ
た
言
葉
が
「
靜
慮
」
で
あ
り
、
又
こ
の
な
か
で

の
み
「
定
・
慧
」
が
「
平
等
」
に
実
現
す
る
と
の
解
説
が
見
ら
れ
る
。

で
は
「
定
・
慧
」
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
禅
、
静
慮
、
定
・
慧
等
の

関
係
性
に
つ
い
て
、
唐
代
の
僧
圭
峰
宗
密
（
七
八
〇
〜
八
四
一
）
撰
述
の
「
禅
源
諸

詮
集
都
序
」）

4
（

に
は
、
極
め
て
端
的
な
解
説
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

禪
是
天
竺
之
語
、
具
云
禪
那
、
中
華
翻
云
思
惟
修
、
亦
云
靜
慮
、
皆
是
定
・
惠

之
通
称
也
、
源
者
是
一
切
衆
生
本
覚
眞
性
、
亦
名
佛
性
、
亦
名
心
地
、
悟
之
名

惠
、
修
之
名
定
、
定
・
惠
通
名
為
禪
、
此
性
即
是
禪
之
本
源
、
故
云
禪
源
、
亦

名
禪
那
理
行
者
、
此
之
本
源
是
禪
理
、
忘
情
契
之
是
禪
行
、
故
云
理
行

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
禅
と
は
本
来
天
竺
の
言
葉
で
あ
り
、
中
華
の
言
葉
に
訳
す
る

と
「
思
惟
修
」、
又
は
「
靜
慮
」
と
な
る
。
そ
し
て
「
禅
」、「
思
惟
修
」、「
靜
慮
」

と
の
語
句
は
、
全
て
「
定
・
惠
」
の
通
称
で
あ
る
。
一
方
、
題
目
で
あ
る
「
禪
源
諸

詮
集
」
の
「
源
」
と
は
、「
本
覚
眞
性
」、
即
ち
衆
生
が
本
来
有
し
て
い
る
真
実
で
あ

り
、「
佛
性
」
と
も
「
心
地
」
と
も
言
う
。
こ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
を
智
と
言
い
、

こ
れ
を
修
行
す
る
こ
と
を
「
定
」
と
言
い
、
そ
し
て
こ
の
二
つ
を
併
せ
た
も
の
が
禅

と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
眞
性
」
こ
そ
禅
の
「
本
源
」
と
な
る
た
め
、「
禪

源
」
と
言
う
。
又
こ
れ
を
「
禪
那
理
行
」
と
も
名
づ
け
る
の
は
、
こ
の
「
本
源
」
は

禅
の
「
理
」、
即
ち
不
変
の
真
理
で
あ
り
、
欲
望
を
忘
れ
て
こ
れ
と
一
つ
に
な
る
こ

奈
良
期
に
お
け
る
禅
定
の
問
題

矢
野
立
子
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と
を
「
禪
行
」
と
言
う
た
め
、
併
せ
て
「
理
行
」
と
な
る
と
す
る
。

更
に
、「
但
衆
生
迷
眞
合
塵
、
即
名
散
亂
、
背
塵
合
眞
方
名
禪
定
」
と
あ
り
、
衆

生
が
真
実
を
見
失
い
、
煩
悩
に
ま
み
れ
る
こ
と
を
「
散
亂
」
と
言
い
、「
禪
行
」
と

同
様
、
煩
悩
を
離
れ
真
実
と
一
つ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
「
禪
定
」
と
言
う
と
述
べ

ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
禅
（
又
の
名
を
静
慮
）
と
は
、「
本
覚
眞
性
」（
又
は
「
仏

性
」、「
心
地
」）
を
悟
る
た
め
の
修
行
で
あ
る
「
定
」
と
、
真
性
を
理
解
し
た
こ
と

を
意
味
す
る
「
恵
」
を
併
せ
た
意
味
を
持
ち
、
又
、
煩
悩
を
離
れ
「
眞
性
」
を
実
現

す
る
こ
と
を
目
的
に
実
践
さ
れ
る
行
を
禅
行
、
又
は
禅
定
と
言
う
こ
と
が
わ
か
る
。

本
稿
で
は
さ
し
あ
た
り
禅
行
・
禅
定
に
つ
い
て
は
禅
定
の
表
記
で
統
一
す
る
こ
と
と

し
た
い
。

禅
定
は
、
古
代
か
ら
日
本
寺
院
社
会）

5
（

で
実
践
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

日
本
で
禅
定
に
つ
い
て
本
格
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
最
も
古
い
記
録
は
、
僧
尼
の
活

動
を
統
制
す
べ
く
定
め
ら
れ
た
「
僧
尼
令
」）

6
（

に
見
え
る
、「
凡
僧
尼
有
禪
行
修
道
、

意
樂
寂
靜
、
不
交
於
俗
、
欲
求
山
居
服
餌
者
、
三
綱
連
署
」
と
の
記
述
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
れ
ば
、
禅
定
が
奈
良
期
に
存
在
し
た
修
行
で
あ
り
、「
三
綱
連
署
」
の
条
件

の
も
と
、「
山
居
」
し
て
行
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
平
安
初
期
に
興
隆
し
、
そ
の
後
古
代
・
中
世
を
通
し
て
寺
院
社
会
の
中
心

的
な
教
学
と
し
て
展
開
し
た
密
教
は
、
空
海
撰
述
の
「
即
身
成
仏
儀
」）

7
（

に
、「
手
作

印
契
、
口
誦
眞
言
、
心
住
三
摩
地
、
三
密
相
應
加
持
故
早
得
大
悉
地
」
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
様
に
、
口
に
真
言
を
唱
え
、
手
に
印
契
を
結
び
、
心
に
三
摩
地
を
実
現
す
る

「
三
密
相
應
」
に
よ
っ
て
「
加
持
」、
即
ち
仏
と
一
体
と
な
り
、
速
や
か
に
悟
り
を
実

現
す
る
教
学
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
記
述
に
見
え
る
「
三
摩
地
」
は
三
昧
と
も

言
い
、
静
慮
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
密
教
は
と
り
わ
け
禅
定
を
重
視

す
る
教
学
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

更
に
、
平
安
中
期
か
ら
本
格
的
に
流
行
し
た
浄
土
教
は
、「
右
念
佛
三
昧
、
爲
往

生
極
楽
」（「
横
川
首
楞
厳
院
二
十
五
三
昧
起
請
」）

8
（

）
と
あ
る
様
に
、
阿
弥
陀
仏
の
極

楽
浄
土
へ
の
往
生
の
た
め
、「
念
佛
三
昧
」
の
実
践
を
重
視
す
る
。
念
仏
三
昧
と
は
、

「
問
、
念
仏
三
昧
、
為
唯
心
念
、
為
亦
口
唱
、
答
、
如
止
観
第
二
云
、
或
唱
念
倶
運
、

或
先
念
後
唱
、
或
先
唱
後
念
、
唱
念
相
継
、
無
休
息
時
、
声
声
年
念
念
、
唯
在
阿
弥

陀
」（「
往
生
要
集
」）

9
（

中
巻
）
と
あ
る
様
に
、
口
に
阿
弥
陀
の
名
号
を
唱
え
な
が
ら
、

心
に
阿
弥
陀
の
姿
を
念
ず
る
「
三
昧
」、
即
ち
禅
定
を
言
う
。
つ
ま
り
、
浄
土
教
も

密
教
と
同
様
、
禅
定
実
践
を
中
心
と
す
る
教
学
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
禅
定
を
中
心
と
す
る
教
学
は
古
代
に
興
隆
し
、
中
世
に
か
け
て
教
団
の

枠
を
超
え
寺
院
社
会
全
体
で
修
学
・
実
践
さ
れ
た
。
即
ち
、
禅
定
が
如
何
に
理
解
さ

れ
、
如
何
に
弘
通
し
、
実
践
さ
れ
た
の
か
と
い
う
課
題
は
、
古
代
か
ら
中
世
の
寺
院

社
会
の
展
開
と
も
関
わ
る
問
題
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
先
行
研
究
に
お
い
て
、
禅
定
の
問
題
は
、
個
別
の
教
学
史
の
枠
組
み
の
中

で
捉
え
ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た）
10
（

。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
禅
定
の
問
題
と
寺
院
社
会
の

展
開
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
、
ま
ず
禅
定
に
つ
い
て
最
古
の
纏
ま
っ
た
記

録
が
見
ら
れ
る
奈
良
期
に
注
目
し
、
奈
良
期
の
禅
定
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

先
述
の
通
り
禅
定
に
つ
い
て
本
格
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
最
も
古
い
記
録
は
、

「
僧
尼
令
」
の
記
述
で
あ
る
が
、
こ
の
内
容
を
更
に
詳
し
く
見
る
た
め
に
、
禅
定
に

通
じ
た
師
を
意
味
す
る
禅
師
と
称
さ
れ
た
僧
の
活
動
に
注
目
し
た
い
。
例
え
ば
『
続

日
本
紀
』）
11
（

天
平
勝
宝
八
年
（
七
五
〇
）
五
月
二
十
三
日
条
に
は
、「
禪
師
」
と
称
さ

れ
る
僧
法
栄
に
つ
い
て
、
以
下
の
様
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

、
禪
師
法
榮
、
立
性
清
潔
、
持
戒
第
一
、
甚
能
看
病
、
由
此
、
請
於
邊
地
、

令
侍
醫
薬
、
太
上
天
皇
得
験
多
数
、
信
重
過
人
、
不
用
他
醫
、
爾
其
閲
水
難
留
、

鸞
輿
晏
駕
、
禪
師
即
誓
、
永
絶
人
間
、
侍
於
山
稜
、
轉
讀
大
乗
、
奉
資
冥
路
、

朕
依
所
請
、
敬
思
報
徳
、
厭
俗
帰
真
、
財
物
何
富
、
出
家
慕
道
、
冠
蓋
何
榮
、
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奈良期における禅定の問題

莫
若
名
流
万
代
、
以
為
後
生
准
則
、
宜
復
禪
師
所
生
一
郡
、
遠
年
勿
役
、

こ
こ
で
は
法
栄
禅
師
が
、「
立
性
清
潔
、
持
戒
第
一
」
で
あ
る
こ
と
と
共
に
、「
甚
能

看
病
」
す
る
こ
と
に
つ
い
て
賞
賛
さ
れ
て
い
る
。「
看
病
」
と
は
、「
令
侍
醫
薬
」
や

「
不
用
他
醫
」
と
の
文
言
か
ら
も
知
ら
れ
る
様
に
、
病
を
癒
す
「
験
」
力
を
示
し
て

お
り
、
こ
れ
に
長
け
て
い
た
法
栄
は
、「
太
上
天
皇
」、
即
ち
聖
武
天
皇
の
帰
依
を
受

け
そ
の
側
に
侍
し
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
勅
に
よ
れ
ば
、
聖
武
天
皇
の
崩
御
の

後
、
法
栄
よ
り
山
林
に
て
修
行
し
そ
の
冥
福
を
祈
り
た
い
と
の
奏
請
が
あ
っ
た
た

め
、
こ
れ
を
許
可
し
、
そ
の
廉
直
な
姿
勢
を
後
世
の
規
範
と
し
て
賞
賛
す
る
こ
と
に

し
た
と
い
う
。
こ
の
記
述
か
ら
、
山
林
に
て
修
行
す
る
禅
師
が
、
聖
武
天
皇
に
「
看

病
」
の
「
験
」
力
を
求
め
ら
れ
、
国
家
に
登
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

右
の
法
栄
の
事
例
に
留
ま
ら
ず
、
と
り
わ
け
奈
良
期
に
お
け
る
禅
師
た
ち
は
、
そ

の
多
く
が
山
林
で
の
修
行
と
と
も
に
、
病
の
治
癒
や
、
鎮
護
国
家
の
祈
祷
等
、
世
俗

に
対
し
呪
術
を
用
い
て
現
世
利
益
的
な
活
動
を
行
っ
た
と
国
史
や
説
話
集
に
記
録
さ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
記
録
を
通
し
て
、
奈
良
期
の
禅
定
に
は
、
山
林
修
行
と
呪
術

に
よ
る
現
世
利
益
と
い
う
二
つ
の
特
徴
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、
こ
う
し
た
奈
良
期
の
禅
定
に
対
す
る
先
行
研
究
の
評
価
は
低
い
。
例
え
ば

薗
田
香
融
氏
は
、
奈
良
期
の
禅
定
は
、
呪
術
的
要
素
の
た
め
に
教
学
の
研
鑽
と
禅
定

が
論
理
的
に
結
び
つ
か
ず
、
経
典
の
内
容
に
即
し
て
い
な
い
と
い
う
「
弱
点
」
が

あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
た）
12
（

。

又
二
葉
憲
香
氏
は
、
奈
良
期
の
禅
定
に
は
、
大
き
く
二
種
類
あ
る
と
指
摘
さ
れ

た）
13
（

。
そ
の
一
つ
は
「
律
令
仏
教
の
基
礎
的
性
格
に
裏
付
け
ら
れ
る
も
の
」、
も
う
一

つ
は
「
そ
れ
と
は
異
な
る
伝
統
を
有
す
る
も
の
」
で
あ
る
。

一
点
目
の
「
律
令
仏
教
の
基
礎
的
性
格
に
裏
付
け
ら
れ
る
」
禅
定
と
は
、
法
栄
の

例
に
見
ら
れ
る
様
な
、
禅
師
の
呪
術
的
な
利
益
の
活
動
に
注
目
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
活
動
を
行
っ
た
禅
師
た
ち
の
禅
定
は
、「
呪
術
的
信
仰
」）
14
（

の
影
響
を
受
け

た
、「
呪
験
力
の
獲
得
」）

15
（

を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、「
仏
教
の
本
質
で
は
な
」）

16
（

か
っ

た
と
さ
れ
る
。
律
令
国
家
は
、
天
皇
を
頂
点
と
す
る
日
本
独
自
の
「
民
俗
宗
教
」
的

理
解
に
よ
り
、
本
来
山
林
は
「
神
性
」
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
山
林
で
実
践

さ
れ
る
禅
定
を
「
畏
怖
の
対
象
で
あ
っ
た
山
に
入
り
在
来
の
神
性
を
克
服
す
る
」）
17
（

活

動
と
解
釈
し
、
呪
験
力
獲
得
の
手
段
と
位
置
づ
け
、
更
に
は
そ
の
呪
力
に
国
家
鎮
護

を
期
待
し
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
呪
術
に
よ
り
現
世
利
益
を
果
た
し
た
禅
師

た
ち
は
、
こ
う
し
た
誤
っ
た
理
解
に
よ
る
禅
定
を
実
践
し
た
僧
た
ち
で
あ
っ
た
と
す

る
。一

方
、「
そ
れ
と
は
異
な
る
伝
統
を
有
す
る
」
禅
と
は
、
法
相
宗
道
昭
が
唐
に
て

玄
奘
か
ら
学
ん
だ
と
す
る
禅
や）
18
（

、
天
台
宗
最
澄
が
嗣
法
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
達
磨
の

禅
法）
19
（

で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
の
呪
術
的
信
仰
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
は
な
く
、
い

わ
ば
「
仏
教
の
本
質
」
に
即
し
た
禅
で
あ
っ
た
が
、「
律
令
仏
教
の
禅
行
に
は
何
等

の
影
響
を
も
与
え
な
か
っ
た
」
と
さ
れ
る
。

先
行
研
究
の
指
摘
に
見
ら
れ
る
通
り
、
日
本
に
は
仏
教
が
流
入
す
る
以
前
か
ら
の

山
岳
信
仰
が
存
在
し
、
そ
の
伝
統
が
呪
術
を
駆
使
し
て
利
益
を
行
う
禅
師
た
ち
の
活

動
の
根
底
に
も
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
奈
良
期
の
禅
定
が
呪
術
的
で

あ
る
た
め
に
、
仏
教
の
「
本
質
」
か
ら
「
屈
折
」）
20
（

し
た
と
す
る
の
は
、
い
さ
さ
か
早

計
な
評
価
で
は
な
か
ろ
う
か
。
当
時
の
禅
定
を
評
価
す
る
た
め
に
は
、
史
料
上
の
制

約
が
有
る
と
は
い
え
、
そ
れ
を
実
践
し
た
当
事
者
で
あ
る
当
時
の
寺
院
社
会
の
禅
定

理
解
や
、
実
際
の
禅
定
へ
の
認
識
に
立
ち
返
り
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

で
は
、
当
時
の
寺
院
社
会
は
禅
定
の
実
態
を
如
何
様
に
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
日
本
天
台
宗
の
祖
師
最
澄
が
比
叡
山
に
大
乗
戒
壇
を
設
立

す
べ
く
、
当
時
の
寺
院
社
会
の
中
核
で
あ
っ
た
南
都
と
論
争
を
繰
り
広
げ
た
際
に
執

筆
さ
れ
た
「
顕
戒
論
」）
21
（

の
以
下
の
記
述
か
ら
確
認
し
た
い
。
こ
こ
で
南
都
の
僧
綱
は
、

最
澄
へ
の
批
判
と
し
て
、「
僧
統
奏
曰
、
此
土
本
來
、
無
得
定
人
、
何
以
將
知
得
業
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虚
實
、〈
已
上
奏
文
〉」
と
主
張
し
た
と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
当
時
の
寺
院
社
会
に
は
、

日
本
に
禅
定
を
実
現
し
た
も
の
は
存
在
し
な
い
と
認
識
し
て
い
た
者
が
多
く
、
奈
良

期
の
禅
定
の
実
態
や
、
そ
れ
に
通
達
し
た
禅
師
た
ち
の
活
動
が
、
当
時
の
寺
院
社
会

の
禅
定
理
解
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
そ
の
相
違
点

が
、
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
様
に
呪
術
を
伴
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
は
、
右
の
記
述

の
み
で
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
奈
良
期
の
禅
定
の
実
態
に
は
、
当
時
の
寺
院
社
会
の
理
解
と

の
相
違
点
が
存
在
し
た
と
い
う
前
提
の
も
と
、
ま
ず
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
様
に
、

呪
術
的
要
素
が
そ
の
相
違
点
と
い
え
る
の
か
を
再
検
討
し
た
い
。
そ
の
上
で
、
当
時

の
禅
定
の
実
態
と
、
寺
院
社
会
の
禅
定
理
解
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
で
、

奈
良
期
の
禅
定
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
以
降
の
寺
院
社
会
の
展
開
と
の
関
係
を
考

え
て
い
き
た
い
。

第
一
節　

禅
定
と
呪
術

奈
良
期
の
禅
定
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
は
呪
術
的
要
素
を
帯
び
る
こ
と
で
「
本
質
」

か
ら
「
屈
折
」
し
た
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
実
践
し
た
当
時
の
寺

院
社
会
の
理
解
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
本
節
で
は
、
ま
ず
当
時
の
寺
院

社
会
が
、
禅
定
と
呪
術
の
関
係
を
如
何
に
認
識
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
た

い
。先

述
の
通
り
、
奈
良
期
に
は
禅
師
と
称
さ
れ
る
僧
が
頻
出
す
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず

こ
う
し
た
禅
師
た
ち
が
如
何
な
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
か
を
改
め
て
確
認
し
た

い
。禅

師
に
つ
い
て
の
記
述
が
数
多
く
見
え
る
史
料
と
し
て
、
薬
師
寺
僧
景
戒
が
編
纂

し
、
弘
仁
十
三
年
（
八
二
二
）
頃
成
立
し
た）
22
（

仏
教
説
話
集
で
あ
る
『
日
本
霊
異
記
』）
23
（

が
挙
げ
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
『
日
本
霊
異
記
』
に
見
ら
れ
る
禅
師
に
つ
い
て
は
、
既

に
船
岡
誠
氏
『
日
本
禅
宗
の
成
立
』）
24
（

に
お
い
て
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
本
稿
で
も
、
船
岡
氏
の
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
当
時
の
禅
師
の
活
動
を
見
て

い
き
た
い
。

船
岡
氏
に
よ
れ
ば
、『
日
本
霊
異
記
』
全
一
一
六
話
の
う
ち
、
禅
師
が
登
場
す
る

説
話
は
十
七
編
存
在
す
る
。
一
話
毎
の
詳
細
に
つ
い
て
は
船
岡
氏
の
成
果
に
譲
る

が
、
長
患
い
の
藤
原
家
依
の
看
病
を
し
た
禅
師
の
説
話
（
下
巻
三
十
六
話
）、
悪
徳

商
人
の
追
善
供
養
を
行
っ
た
禅
師
の
説
話
（
下
巻
二
十
六
話
）
等
、
そ
の
内
容
の
多

く
は
、
禅
師
と
世
俗
と
の
関
わ
り
と
い
う
形
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ

る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
船
岡
氏
は
、『
日
本
霊
異
記
』
に
見
え
る
古
代
の
禅
師
た

ち
に
は
「
民
衆
教
化
僧
と
し
て
の
性
格
が
強
い
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
上
で
船
岡
氏
は
、
禅
師
が
世
俗
と
接
す
る
際
の
活
動
を
、
①
看
病
②
滅
罪

③
積
善
・
追
善
④
呪
縛
を
と
く
呪
術
の
四
種
に
類
型
化
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
う
し
た

成
果
や
先
述
の
法
栄
の
活
動
等
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
奈
良
期
に
お
け
る
禅
師
は
、

主
に
呪
力
を
用
い
て
世
俗
に
現
世
利
益
を
齎
す
活
動
に
従
事
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と

か
ら
、
当
時
の
禅
定
と
、
衆
生
利
益
の
呪
力
が
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
う
し
た
実
態
に
対
し
、
当
時
の
寺
院
社
会
は
、
禅
定
と
呪
術
の
関
係
を

如
何
様
に
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
ま
ず
奈
良
期
に

弘
通
し
当
時
の
僧
た
ち
が
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
経
論
を
見
な
が
ら
考
え
た
い
。

こ
こ
で
は
ま
ず
、
龍
樹
撰
述
「
大
品
般
若
経
」）
25
（

の
注
釈
書
で
あ
る
「
大
智
度
論
」）
26
（

に
着
目
し
た
い
。「
大
品
般
若
経
」
は
、
大
乗
仏
教
の
中
心
と
な
る
六
種
の
行
、「
六

波
羅
蜜
」）

27
（

を
説
く
が
、
そ
の
六
種
の
五
番
目
に
は
「
禪
波
羅
蜜
」、
即
ち
禅
定
に
つ

い
て
の
詳
細
な
記
載
が
あ
る
。
そ
し
て
「
大
智
度
論
」
は
こ
の
「
大
品
般
若
経
」
の

注
釈
書
と
し
て
、
禅
波
羅
蜜
に
つ
い
て
更
に
詳
細
な
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。
又
、
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奈良期における禅定の問題

「
大
智
度
論
」
の
日
本
へ
の
布
弘
に
つ
い
て
は
、
近
江
石
山
寺
本
「
大
智
度
論
」
第

三
十
三
巻
の
奥
書
に
、「
天
平
六
年
歳
次
甲
戌
十
一
月
廿
三
日
、
寫
播
磨
國
賀
茂
郡

既
多
寺　

佐
伯
直
漢
古
優
婆
夷
」）
28
（

と
見
え
、
少
な
く
と
も
天
平
六
年
（
七
三
四
）
に

は
既
に
伝
来
し
、
優
婆
夷
（
在
家
の
ま
ま
戒
を
受
け
た
女
人
）
に
書
写
が
可
能
で
あ

る
ほ
ど
普
及
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
経
歴
を
持
つ
「
大
智
度
論
」
に
語
ら
れ
る
禅
定
に
つ
い
て
、

な
か
で
も
特
に
巻
十
七
に
見
ら
れ
る
以
下
の
記
述
に
着
目
し
て
考
え
た
い
。

問
曰
、
菩
薩
法
以
度
一
切
衆
生
爲
事
、
何
以
故
、
閑
坐
林
澤
靜
黙
山
間
、
獨
善

其
身
棄
捨
衆
生
、
答
曰
、
菩
薩
身
雖
遠
離
衆
生
心
常
不
捨
、
靜
處
求
定
得
實
智

慧
以
度
一
切
（
中
略
）
以
禪
定
力
故
服
智
慧
薬
、
得
神
通
力
還
在
衆
生
、
或
作

父
母
妻
子
、
或
作
師
徒
宗
長
、
或
天
或
人
下
至
畜
生
、
種
種
語
言
方
便
開
導
、

こ
の
な
か
で
、
ま
ず
「
菩
薩
法
」、
即
ち
大
乗
仏
教
は
一
切
の
衆
生
を
救
済
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
何
故
「
林
澤
」・「
山
間
」
に
お
い
て
「
閑
坐
」・

「
靜
黙
」
し
て
、
衆
生
を
捨
て
去
る
の
か
と
の
設
問
が
あ
る
。
そ
の
答
え
と
し
て
、

大
乗
で
は
「
靜
處
」
に
て
「
智
慧
」
を
得
る
た
め
「
定
」
を
行
う
が
、
そ
れ
は
衆
生

を
捨
て
去
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
智
慧
を
得
、
悟
る
こ
と
で
衆
生
一
切

を
救
う
と
述
べ
ら
れ
る
。
更
に
、
禅
定
を
実
現
し
悟
り
を
得
た
な
ら
ば
、「
神
通
力
」

を
獲
得
し
て
衆
生
の
も
と
に
戻
り
、「
父
母
妻
子
」
や
「
師
徒
宗
長
」
に
自
在
に
姿

を
変
え
、
身
分
の
高
い
者
か
ら
低
い
者
、
畜
生
に
至
る
ま
で
、
種
々
の
「
語
言
方
便
」

を
用
い
て
衆
生
を
教
化
し
利
益
す
る
と
あ
る
。

即
ち
「
大
智
度
論
」
で
は
、
禅
定
は
衆
生
の
喧
噪
を
離
れ
る
た
め
、
山
林
等
の
清

閑
な
場
を
選
ん
で
行
う
も
の
で
あ
る
が
、
修
行
者
が
心
の
散
乱
を
静
め
智
慧
を
得
て

悟
り
を
実
現
す
る
の
み
な
ら
ず
、「
神
通
力
」（
こ
の
言
葉
は
呪
力
に
置
き
換
え
る
こ

と
が
可
能
で
あ
ろ
う
）
を
獲
得
し
て
衆
生
利
益
す
る
こ
と
を
も
目
的
と
し
て
実
践
さ

れ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
、
当
時
寺
院
社
会
に
弘
通
し
て
い
た
経
論
の
中
に
、
禅
定
と
呪
術
の
密

接
な
関
係
性
を
示
す
記
述
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

更
に
、
禅
定
と
呪
術
の
関
連
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
経
論
は
右
の
「
大
智
度
論
」

に
留
ま
ら
な
い
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
法
相
宗
の
根
本
経
典
の
一
つ
に
も
数
え
ら

れ
、
瑜
伽
行
（
禅
定
）
に
よ
っ
て
真
理
と
一
体
と
な
る
こ
と
を
説
く
「
瑜
伽
師
地

論
」）
29
（

に
着
目
し
た
い
。「
瑜
伽
師
地
論
」
は
、
天
平
二
年
に
「
飛
鳥
寺
僧
賢
證
」
に

よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
形
跡
が
見
え）
30
（

、
こ
の
頃
に
は
日
本
に
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

そ
の
巻
四
十
三
に
よ
れ
ば
、「
謂
九
種
相
靜
慮
、
名
爲
菩
薩
靜
慮
波
羅
蜜
多
、
一

者
自
性
靜
慮
、
二
者
一
切
靜
慮
、
三
者
難
行
靜
慮
、
四
者
一
切
門
靜
慮
、
五
者
善
士

靜
慮
、
六
者
一
切
種
靜
慮
、
七
者
遂
求
靜
慮
、
八
者
此
世
他
世
樂
靜
慮
、
九
者
清
淨

靜
慮
」
と
あ
り
、
大
乗
の
菩
薩
が
修
す
る
「
靜
慮
」、
即
ち
禅
定
に
は
九
種
類
あ
る

と
語
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
九
種
の
な
か
に
、
出
世
間
、
住
法
楽
の
た
め
の
静
慮
や
、

悪
趣
調
伏
の
た
め
の
静
慮
と
共
に
、
衆
生
の
も
と
に
還
り
、
験
力
に
よ
っ
て
衆
生
の

苦
を
取
り
払
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
静
慮
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
「
難
行
靜
慮
」
と
は
、

隨
自
欲
樂
捨
彼
最
勝
諸
靜
慮
樂
、
愍
有
情
故
、
等
観
無
量
利
有
情
事
、
爲
諸
有

情
義
利
成
熟
故
、
意
思
擇
還
生
欲
界
、
當
知
是
名
菩
薩
第
一
難
行
靜
慮
、

と
あ
る
様
に
、「
有
情
」（
一
切
の
感
情
を
有
す
る
存
在
、
即
ち
衆
生
）
を
哀
れ
み
、

禅
定
に
よ
っ
て
実
現
し
た
最
も
優
れ
た
心
の
平
安
の
世
界
を
棄
て
、
衆
生
を
利
し
悟

り
へ
導
く
た
め
、
菩
薩
自
身
の
意
思
で
衆
生
に
還
る
ま
で
の
過
程
を
指
す
静
慮
で
あ

る
。更

に
「
遂
求
靜
慮
」
と
は
、

謂
此
靜
慮
略
有
八
種
、
一
者
於
諸
毒
薬
霜
雹
毒
熱
鬼
所
魅
等
種
種
災
患
、
能
息

能
成
呪
術
所
依
靜
慮
、
二
者
於
界
互
違
所
生
衆
病
、
能
除
靜
慮
、
三
者
於
諸
飢
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饉
大
災
旱
等
現
在
前
時
、
興
致
甘
雨
靜
慮
、
四
者
於
其
種
種
人
非
人
作
水
陸
怖

畏
、
能
正
拔
濟
靜
慮
、
五
者
於
乏
飲
食
堕
在

野
諸
有
情
類
、
能
施
飲
食
靜
慮
、

六
者
於
乏
財
位
所
化
有
情
、
能
施
種
種
財
位
靜
慮
、
七
者
於
十
方
界
放
逸
有
情
、

能
正
諫
誨
靜
慮
、
八
者
於
諸
有
情
隨
所
生
起
所
應
作
事
、
能
正
造
作
靜
慮
、

と
あ
る
様
に
、
八
種
の
衆
生
利
益
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
静
慮
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

こ
の
八
種
の
利
益
の
な
か
に
は
、
飢
え
た
衆
生
に
「
飲
食
」
を
施
し
た
り
、
貧
し
い

者
に
「
財
」
を
与
え
た
り
、「
放
逸
」
の
衆
生
を
諌
め
、
正
し
く
導
く
等
の
内
容
に

加
え
て
、「
種
種
災
患
」
を
払
っ
た
り
、
病
を
除
い
た
り
、
飢
饉
旱
魃
が
起
こ
ら
な

い
様
に
雨
を
降
ら
せ
る
等
、「
呪
術
」
を
用
い
た
利
益
が
存
在
す
る
。
こ
こ
で
は
、

禅
定
が
衆
生
利
益
の
た
め
の
呪
力
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い

る
。こ

う
し
た
事
例
に
見
ら
れ
る
様
に
、
奈
良
期
に
弘
通
し
て
い
た
経
論
の
中
で
、
禅

定
と
は
衆
生
を
離
れ
た
清
閑
な
山
林
等
で
実
践
す
る
こ
と
で
、
智
慧
・
悟
り
、
そ
し

て
衆
生
利
益
の
た
め
の
神
通
力
（
呪
力
）
を
獲
得
す
る
た
め
の
修
行
と
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
記
述
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
そ
れ
に
接
し
た
で
あ
ろ
う
当
時
の
寺
院
社
会

が
禅
定
と
呪
術
の
関
係
性
を
如
何
様
に
捉
え
て
い
た
の
か
考
え
た
い
。
先
述
の
「
顕

戒
論
」
に
み
え
る
、
南
都
僧
綱
の
「
無
得
定
人
」
と
の
批
判
に
対
す
る
最
澄
の
反
論

に
よ
れ
ば
、

論
曰
、
六
統
同
志
、
隠
得
定
人
也
、
深
律
師
云
、
有
兩
聖
人
、
若
許
上
人
、
寧

無
定
徳
哉
、
兩
言
相
違
、
不
足
取
信
、
普
門
示
現
、
無
所
不
遍
、
凡
造
寺
供
僧
、

納
封
納
田
、
住
持
三
寶
、
如
是
等
類
、
國
王
王
子
、
大
臣
宰
相
、
不
聖
何
人
哉
、

非
首
楞
厳
定
力
、
誰
敢
如
是
者
哉
、
夫
智
等
如
來
、
可
平
他
徳
、
遍
以
有
漏
智
、

不
可
平
他
定
、
損
國
隠
聖
、
莫
過
斯
矣
也）
31
（

と
あ
る
。
こ
こ
で
最
澄
は
、「
六
統
」、
即
ち
南
都
の
僧
綱
は
日
本
に
も
「
得
定
人
」

が
「
兩
聖
人
」（
二
人
）
存
在
し
た
事
実
を
隠
し
て
い
る
と
反
論
す
る）

32
（

。
そ
し
て
、「
普

門
示
現
」、
即
ち
観
世
音
菩
薩
が
あ
ら
ゆ
る
姿
を
取
っ
て
現
世
の
あ
ら
ゆ
る
場
に
現

れ
、
衆
生
の
苦
難
を
救
う
と
い
う
特
質
を
持
つ
こ
と
を
論
拠
と
し
て
、
日
本
に
も

「
得
定
人
」
は
現
れ
る
と
す
る
。
更
に
、「
凡
造
寺
供
僧
、
納
封
納
田
、
住
持
三
寶
」

の
人
、
即
ち
、
寺
を
建
立
し
、
布
施
を
行
い
、
三
宝
を
守
る
在
家
の
人
間
も
、
最
高

の
禅
定
を
経
た
聖
人
に
等
し
い
と
し
、
如
来
の
智
に
等
し
い
穢
れ
無
き
智
慧
を
持
た

ね
ば
、
他
人
の
徳
を
評
価
す
る
こ
と
は
出
来
ず
、
そ
れ
を
持
た
ぬ
南
都
の
僧
綱
が
安

易
に
「
無
得
定
人
」
と
判
断
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
と
批
判
を
加
え
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
最
澄
が
日
本
に
も
「
得
定
人
」
が
現
れ
る
こ
と
を
主
張
す
る
論
拠
と

し
て
、
観
世
音
菩
薩
が
利
他
の
た
め
姿
を
変
ず
る
と
い
う
呪
術
的
な
行
い
と
共
に
衆

生
に
現
れ
る
こ
と
や
、
造
寺
・
三
宝
守
護
等
の
、
衆
生
の
も
と
で
の
仏
法
興
隆
活
動

を
挙
げ
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
即
ち
、
最
澄
が
示
す
「
得
定
」
の
証
と
は
、

悟
り
を
得
て
菩
薩
に
な
る
と
同
時
に
、
呪
力
を
含
む
様
々
な
手
段
で
、
衆
生
に
お
い

て
教
化
・
救
済
等
の
利
益
の
活
動
を
行
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
又
、
こ
う
し
た
利

他
的
な
活
動
を
「
得
定
」
の
根
拠
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
詳
細
な
解
説
が
見
ら
れ

な
い
こ
と
か
ら
、「
得
定
」
と
呪
力
行
使
を
含
む
衆
生
利
益
と
の
関
連
は
、
南
都
僧

綱
に
も
了
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
記
述
を
通
し
て
、
当
時
の
寺
院
社
会
は
、
経
論
の
内
容
と
同
様
に
、
禅

定
実
践
が
修
行
者
の
静
慮
実
現
の
み
な
ら
ず
、
呪
力
獲
得
と
そ
れ
を
伴
う
衆
生
利
益

を
も
目
的
と
す
る
と
理
解
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
内
容
を
踏
ま
え
る
と
、『
日
本
霊
異
記
』
や
『
續
日
本
紀
』
で
述
べ
ら
れ

て
い
る
禅
師
達
の
活
動
は
、
先
行
研
究
の
指
摘
に
見
ら
れ
る
様
に
、
呪
術
的
要
素
を

帯
び
る
こ
と
で
「
本
質
」
か
ら
「
屈
折
」
し
た
と
は
必
ず
し
も
言
い
難
い
こ
と
が
わ

か
る
。
山
林
で
の
禅
定
実
践
の
結
果
呪
術
を
獲
得
し
、
そ
れ
に
よ
り
衆
生
を
利
益
す

る
こ
と
は
、
山
林
へ
の
「
民
俗
宗
教
的
」
理
解
に
よ
っ
て
生
じ
た
誤
解
で
は
な
く
、
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奈良期における禅定の問題

そ
う
し
た
信
仰
と
の
結
び
つ
き
は
あ
る
に
せ
よ
、
本
来
経
論
に
明
記
さ
れ
、
寺
院
社

会
の
理
解
に
即
し
た
活
動
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

即
ち
、
当
時
の
寺
院
社
会
の
理
解
と
実
際
の
禅
定
と
の
相
違
点
は
、
禅
定
が
持
つ

呪
術
的
要
素
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ら
ば
何
故
南
都
僧
綱
は
「
無
得
定
人
」

と
指
摘
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
又
、
最
澄
は
そ
の
指
摘
に
反
論
を
加
え
る
も
の
の
、

彼
自
身
も
こ
れ
ま
で
日
本
で
「
得
定
人
」
は
二
人
と
述
べ
て
い
る
。
何
故
こ
う
し
た

認
識
が
寺
院
社
会
に
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
次
節
に
お
い
て
、
当
時
の
禅
定
が
如
何
な
る
形
で
実
践
さ
れ
て
い
た
の
か

を
確
認
し
、
そ
の
実
践
内
容
と
当
時
の
寺
院
社
会
の
禅
定
理
解
と
を
比
較
し
て
、
両

者
の
相
違
点
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
そ
し
て
「
無
得
定
人
」
と
の
指
摘
の
原
因
を
見

出
し
て
い
き
た
い
。

第
二
節　

禅
定
の
実
践

呪
術
を
用
い
世
俗
に
現
世
利
益
を
齎
す
奈
良
期
の
禅
師
の
活
動
は
、
従
来
の
研
究

で
は
「
本
質
」
か
ら
「
屈
折
」
し
た
も
の
と
評
価
さ
れ
て
き
た
が
、
前
節
で
確
認
し

た
通
り
、
禅
定
に
よ
っ
て
呪
術
を
獲
得
し
衆
生
を
利
益
す
る
こ
と
は
、
寺
院
社
会
の

禅
定
理
解
と
違
わ
ぬ
活
動
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
何
故
当
時
の
僧
は
、「
無
得
定
人
」
と
主
張
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
節

で
は
、
そ
の
要
因
に
つ
い
て
当
時
の
禅
定
実
践
の
実
態
と
寺
院
社
会
の
禅
定
理
解
を

比
較
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

当
時
の
禅
定
が
如
何
に
実
践
さ
れ
た
か
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
、
第
一
に
挙
げ

ら
れ
る
の
は
、『
續
日
本
紀
』
養
老
二
年
（
七
一
八
）
十
月
庚
午
条
の
、「
冝
隨
性
分

皆
令
修
學
、
凡
諸
僧
徒
、
勿
使
浮
遊
、
或
講
論
衆
理
、
學
習
諸
義
、
或
唱
誦
經
文
、

修
道
禪
行
、
各
令
分
業
、
皆
得
其
道
」
と
の
記
述
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
僧
徒
」

は
そ
の
「
性
分
」
に
応
じ
て
、「
學
習
諸
義
」
の
僧
と
「
修
道
禪
行
」
の
僧
に
「
分
業
」

す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
律
令
国
家
が
「
禪
行
」
を
修
し
た
僧
に

求
め
て
い
る
成
果
は
、「
唱
誦
經
文
」、
即
ち
経
文
を
声
を
出
し
て
読
み
上
げ
る
こ
と

（
読
誦
）
で
あ
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
記
述
は
右
の
一
例
に
留
ま
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
本
稿
冒
頭
に
掲
げ
た

『
續
日
本
紀
』
の
禅
師
法
栄
は
、
自
分
を
重
用
し
た
聖
武
天
皇
の
菩
提
を
弔
う
た
め
、

山
林
に
戻
り
大
乗
経
典
を
「
轉
讀
」
す
る
こ
と
を
願
い
、
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
あ
る
。

転
読
と
い
う
語
句
に
は
、
経
典
を
丁
寧
に
読
誦
す
る
と
の
意
味
が
あ
り
、
禅
師
と
称

さ
れ
た
法
栄
は
、
山
林
で
の
大
乗
経
典
の
読
誦
を
望
み
、
そ
れ
が
模
範
的
な
禅
師
の

行
い
と
し
て
国
家
に
賞
賛
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
又
、
時
代
は
少
々
下
る
が
『
類
聚
国

史
』）
33
（

承
和
三
年
（
八
三
六
）
八
月
丙
寅
条
に
は
、「
八
省
院
禪
僧
轉
經
竟
、
施
布
帛

及
度
者
各
々
一
人
」
と
あ
り
、
八
省
院
に
お
い
て
、「
禪
僧
」
と
称
さ
れ
る
僧
が
読

誦
を
行
っ
て
い
る
と
の
記
録
が
あ
る
。

更
に
、『
日
本
霊
異
記
』
下
巻
第
一
話
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
禅
師
の
説
話
が
あ

る
。
称
徳
天
皇
の
時
代
、「
南
菩
薩
」
と
称
さ
れ
た
永
興
禅
師
の
も
と
に
、
一
人
の

禅
師
が
や
っ
て
来
た
。
そ
の
禅
師
の
持
ち
物
は
、「
所
持
之
物
、
法
花
経
一
部
、〈
字

細
少
書
、
滅
巻
数
成
一
巻
持
之
、〉
白
銅
水
瓶
一
口
、
縄
床
一
足
也
」
で
あ
り
、「
常

誦
持
法
華
大
乗
、
以
之
爲
宗
」
と
あ
る
様
に
、「
法
華
経
」
の
「
誦
持
」、
即
ち
読
誦

を
専
ら
に
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
一
年
程
過
ご
し
た
後
、
こ
の
禅
師
は
永
興
の
も
と

を
辞
し
、
山
林
修
行
に
戻
る
が
、「
尋
求
見
之
、
有
一
屍
骨
、
以
麻
縄
繁
二
足
、
懸

巌
投
身
而
死
、
骨
側
有
水
瓶
、
乃
知
、
別
去
之
禅
師
也
（
中
略
）
然
歴
三
年
、
山
人

告
云
、
読
経
之
音
、
如
常
不
止
（
中
略
）
将
取
其
骨
、
見
髑
髏
者
、
至
于
三
年
、
其

舌
不
腐
、
菀
然
生
有
、
諒
知
、
大
乗
不
思
議
力
、
誦
経
積
功
験
徳
也
」
と
あ
る
様
に
、

後
に
こ
の
禅
師
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
足
に
縄
を
巻
き
、
そ
れ
を
崖
か
ら
吊
っ
て
投
身

し
、
法
華
経
を
読
誦
し
な
が
ら
絶
命
し
て
い
た
。
し
か
し
、
読
誦
の
功
徳
に
よ
り
そ
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の
舌
だ
け
は
三
年
を
経
て
も
腐
ら
ず
、
法
華
経
読
誦
を
続
け
て
い
た
と
あ
る
。

こ
う
し
た
記
述
か
ら
、
当
時
の
禅
定
は
主
に
読
誦
と
い
う
形
で
実
践
さ
れ
て
お

り
、
そ
し
て
読
誦
の
成
果
と
し
て
、
呪
術
的
な
功
徳
が
発
揮
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

で
は
、
禅
定
と
読
誦
に
は
如
何
な
る
関
係
性
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。「
大
智
度

論
」
巻
第
八
十
五
に
は
、「
深
入
讀
誦
諸
法
故
煩
悩
折
薄
、
爲
善
根
所
護
故
終
不
堕

惡
道
諸
難
」
と
の
記
述
が
見
え
、
読
誦
の
功
徳
に
よ
っ
て
煩
悩
は
消
失
し
、
堕
落
や

災
難
に
あ
う
こ
と
を
避
け
る
効
果
を
得
ら
れ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
読
誦
の
こ
う
し

た
効
能
は
、
心
を
静
め
て
煩
悩
を
離
れ
る
禅
定
の
功
徳
と
同
様
の
も
の
で
あ
り
、
禅

定
と
読
誦
が
共
通
の
目
的
を
持
つ
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
に
加
え
、『
日
本
霊
異
記
』
の
説
話
に
登
場
す
る
禅
師
も
読
誦
し
て
い
た
「
法

華
経
」）
34
（

の
記
述
に
注
目
し
た
い
。
そ
の
巻
第
六
に
は
、「
若
讀
若
誦
若
解
説
若
書
写
、

得
千
二
百
意
功
徳
、
以
是
清
浄
意
根
、
乃
至
聞
一
偈
一
句
通
達
無
量
無
邊
之
義
」
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
法
華
経
」
を
読
誦
し
、
説
法
し
、
写
経
す
れ
ば
、
そ
の
修
行

者
の
「
意
根
」、
即
ち
心
は
、
千
二
百
の
心
の
得
質
を
備
え
て
清
浄
と
な
り
、
又
心

が
そ
の
状
態
と
な
っ
た
な
ら
ば
、「
一
偈
一
句
」
を
聞
く
だ
け
で
無
限
の
悟
り
を
得

ら
れ
る
状
態
と
な
る
と
説
く
。
こ
う
し
た
内
容
は
、
心
に
静
慮
を
実
現
し
て
、
智
慧

を
得
、
悟
る
と
い
う
禅
定
の
効
用
そ
の
も
の
で
あ
る
。
更
に
巻
七
に
は
、「
若
善
男

善
女
人
、
能
於
是
經
、
乃
至
受
持
一
四
句
解
、
讀
誦
解
義
如
説
修
行
、
功
徳
甚
多
」

と
あ
り
、
こ
の
経
の
内
容
を
理
解
し
て
読
誦
す
る
も
の
は
、
皆
が
多
く
の
「
功
徳
」

を
得
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
読
誦
に
つ
い
て
、
心
の
状
態
を
整
え
る
の
み
な
ら

ず
、
呪
術
的
な
利
益
の
効
果
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

更
に
こ
う
し
た
読
誦
と
呪
術
的
な
効
果
の
関
連
に
つ
い
て
は
、『
續
日
本
紀
』
天

平
六
年
十
二
月
戌
寅
条
の
勅
に
お
い
て
、
法
華
経
と
共
に
そ
の
暗
誦
が
義
務
化
さ
れ

た
経
典
で
あ
る）
35
（

「
金
光
明
最
勝
王
経
」）
36
（

巻
第
五
に
も
、

又
復
於
此
洲
中
、
若
有
國
王
、
被
他
怨
賊
常
來
侵
擾
、
及
多
飢
饉
疾
疫
流
行
、

無
量
百
千
災
厄
之
事
、
世
尊
、
我
等
四
王
、
於
此
金
光
明
最
勝
王
經
、
恭
敬
供

養
、
若
有
苾
芻
法
師
、
受
持
讀
誦
、
共
往
覺
悟
勸
請
其
人
、
時
彼
法
師
由
我
神

通
覺
悟
力
故
、
往
彼
國
界
、
廣
宣
流
布
是
金
光
明
微
妙
經
典
、
由
經
力
故
、
令

彼
無
量
百
千
衰
悩
災
厄
之
事
悉
皆
除
遣
、

と
の
記
述
が
あ
り
、
も
し
国
土
に
「
怨
賊
」
の
進
攻
や
、
飢
饉
や
疫
病
が
流
行
す
る

な
ど
の
災
厄
が
襲
っ
た
際
に
、
こ
の
経
を
供
養
し
、
読
誦
し
た
な
ら
ば
、
神
通
力
に

よ
っ
て
災
厄
を
は
ら
う
こ
と
が
出
来
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
経
論
の
読
誦

が
国
土
を
災
厄
か
ら
護
る
呪
力
発
揮
の
手
段
と
な
る
と
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。こ

れ
ら
経
論
の
記
述
を
通
し
て
、
読
誦
と
は
、
静
慮
や
呪
術
的
な
利
益
の
実
現
を

可
能
と
す
る
も
の
、
即
ち
禅
定
実
践
の
手
段
の
一
つ
と
言
い
得
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
奈
良
期
の
寺
院
社
会
は
、
禅
定
の
実
践
に
つ
い
て
如
何
様
に
考
え
、
読
誦

に
つ
い
て
は
如
何
様
に
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
ま

ず
空
海
の
「
修
定
多
途
、
有
遅
有
速
、
翫
一
心
利
刀
顕
教
也
、
揮
三
密
金
剛
密
蔵
也
、

遊
心
顕
教
三
僧
祗
眇
焉
、
持
身
密
蔵
十
六
生
甚
促
、
密
蔵
当
之
也
」（「
御
請
来
目

録
」）
37
（

）
と
の
指
摘
に
注
目
し
た
い
。
こ
こ
で
空
海
は
、
仏
法
を
自
身
が
弘
め
た
密
教

と
そ
れ
以
外
の
顕
教
と
に
分
類
し
、
両
者
の
禅
定
を
比
較
し
て
、
顕
教
の
禅
定
は

「
心
」
を
理
解
す
る
た
め
に
行
わ
れ
、
長
い
時
間
を
か
け
て
悟
り
に
至
る
が
、
密
教

の
禅
定
は
心
の
み
な
ら
ず
身
で
の
所
作
や
口
で
の
誦
を
伴
う
「
三
密
」
を
実
践
す
る

こ
と
で
、
一
瞬
に
し
て
仏
と
同
じ
状
態
を
実
現
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
述
べ
る
。
即

ち
禅
定
に
お
い
て
心
（「
意
」）
と
同
時
に
「
身
」
や
「
口
」
で
の
所
作
を
伴
う
密
教

と
、
心
の
み
を
重
視
す
る
顕
教
の
相
違
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
空
海
の
指
摘
を
通
し
て
、
奈
良
期
の
寺
院
社
会
の
禅
定
実
践
の
考
え
方
は
、

口
や
身
で
の
実
践
よ
り
も
、
心
そ
の
も
の
の
在
り
方
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
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奈良期における禅定の問題

考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
心
を
重
視
す
る
禅
定
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
端
的
に

う
か
が
う
こ
と
が
出
来
る
記
述
と
し
て
、
奈
良
期
の
三
論
宗
僧
で
あ
る
智
光
撰
述
の

「
無
量
寿
経
論
釈
」）
38
（

に
着
目
し
た
い
。

「
無
量
寿
経
」
と
は
、
浄
土
教
の
根
本
経
典
の
一
つ
で
あ
る
。
浄
土
教
が
日
本
に

お
い
て
隆
盛
を
極
め
る
の
は
、
平
安
中
期
、「
往
生
要
集
」
を
撰
述
し
た
源
信
等
の

活
躍
の
頃
か
ら
で
あ
る
が
、
浄
土
教
は
奈
良
時
代
に
は
既
に
流
入
し
て
お
り
、「
浄

土
教
観
不
為
別
宗
、
各
随
自
宗
解
釈
法
義
」（「
浄
土
法
門
源
流
章
」）
39
（

）
と
指
摘
さ
れ

る
様
に
、
各
僧
が
「
自
宗
」
の
教
学
に
基
づ
い
て
浄
土
教
を
学
び
、
理
解
し
て
い
た
。

即
ち
、
智
光
の
論
釈
に
は
、
智
光
の
「
自
宗
」
で
あ
る
三
論
教
学
を
基
盤
と
す
る
理

解
が
反
映
さ
れ
て
お
り）
40
（

、
浄
土
教
を
中
心
と
す
る
内
容
で
あ
る
も
の
の
、
こ
の
史
料

の
記
述
を
通
し
て
、
顕
教
の
学
僧
達
の
禅
定
へ
の
認
識
の
一
例
を
見
る
こ
と
が
出
来

る
と
考
え
る
。

そ
こ
で
そ
の
記
述
を
見
る
と
、「
念
佛
有
二
、
一
者
心
念
、
二
者
口
念
、
心
念
亦
二
、

念
佛
色
身
、
謂
八
萬
四
千
相
等
是
念
佛
智
身
、
謂
大
悲
力
等
也
、
其
口
念
者
、
若
心

無
力
将
口
念
仏
令
心
不
亂
、
然
須
専
心
常
念
阿
彌
陀
佛
名
號
」
と
あ
る
。

こ
こ
で
は
浄
土
教
の
禅
定
で
あ
る
念
仏
に
つ
い
て
、
ま
ず
「
心
念
」、
即
ち
心
で

行
う
も
の
と
、「
口
念
」、
即
ち
口
で
仏
の
名
号
を
唱
え
る
も
の
の
二
種
が
あ
る
と
す

る
。「
心
念
」
と
は
、
こ
れ
に
も
二
種
有
り
、
仏
の
八
万
四
千
の
相
を
観
じ
る
こ
と

と
、
形
の
な
い
仏
の
「
大
悲
力
」
そ
の
も
の
を
観
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
一
方
、「
口
念
」

は
、「
心
」
が
無
力
で
「
心
念
」
が
適
わ
な
い
時
、
口
に
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
唱
え

る
こ
と
で
心
の
散
乱
を
静
め
る
こ
と
が
出
来
る
と
さ
れ
る
。

こ
の
記
述
か
ら
、
当
時
の
寺
院
社
会
の
禅
定
へ
の
認
識
に
つ
い
て
多
く
の
示
唆
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
「
心
念
」
の
禅
定
に
は
二
種
類
あ
り
、

そ
の
内
容
は
、
形
あ
る
仏
の
身
を
観
ず
る
こ
と
、
形
の
な
い
仏
の
慈
悲
の
心
そ
の
も

の
を
観
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
様
に
心
そ
の
も
の
の
働
き
に
よ
っ
て
散
乱

を
静
め
、
静
慮
を
実
現
す
る
こ
と
が
、
心
を
重
視
す
る
禅
定
の
姿
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

一
方
、「
口
念
」、
即
ち
口
で
の
所
作
に
つ
い
て
は
、
智
光
に
よ
れ
ば
心
が
無
力
で

あ
り
、
心
だ
け
で
は
散
乱
を
静
め
ら
れ
な
い
時
、
そ
の
補
助
と
し
て
行
う
べ
き
も
の

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

浄
土
教
の
「
口
念
」
と
、
経
論
の
読
誦
を
一
概
に
同
一
の
も
の
と
捉
え
る
こ
と
は

出
来
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
か
ら
禅
定
に
お
け
る
誦
の
役
割
に
つ
い
て
の
考
え
方
の

一
端
を
見
出
す
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
奈
良
期
の
寺
院
社
会
は
、
禅
定
を

本
来
自
身
の
心
の
力
で
心
を
静
め
る
こ
と
で
実
現
す
べ
き
も
の
と
考
え
、
口
に
唱
え

る
の
は
、
あ
く
ま
で
心
が
「
無
力
」
の
時
の
補
助
と
す
る
認
識
が
あ
っ
た
と
想
像
さ

れ
る
。

こ
う
し
た
認
識
に
対
し
て
、
先
に
見
た
通
り
、
当
時
の
禅
定
の
実
態
は
、
読
誦
が

主
体
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
次
の
様
な
事
例
が
生
じ
て

い
る
。『
類
聚
国
史
』
延
暦
廿
年
（
八
〇
四
）
四
月
丙
午
条
に
は
、「

、
前
年
有
制
、

年
分
度
者
、
例
取
幼
童
、
頗
習
二
經
之
音
、
未
閲
三
乗
之
趣
（
中
略
）
還
棄
戒
珠
、

頓
廢
學
行
」
と
の
勅
が
あ
る
。
本
来
「
年
分
度
者
」（
律
令
国
家
に
よ
っ
て
得
度
を

許
さ
れ
た
僧
）
は
、
読
誦
に
よ
っ
て
国
家
鎮
護
の
利
益
が
あ
る
と
さ
れ
る
経
論
の
暗

誦
を
そ
の
条
件
と
し
て
い
る
が）
41
（

、
こ
こ
で
は
そ
の
実
態
が
、「
幼
童
」
が
そ
の
意
味

も
理
解
し
な
い
ま
ま
「
音
」
だ
け
を
暗
誦
す
る
が
如
き
と
い
っ
た
状
況
で
あ
り
、
声

聞
・
縁
覚
・
菩
薩
乗
の
三
乗
の
教
法
の
内
容
を
理
解
せ
ぬ
者
が
多
く
、「
戒
珠
」・

「
學
行
」
が
「
廢
」
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

こ
の
記
述
か
ら
は
、
当
時
、
戒
律
を
持
せ
ず
、
経
論
の
内
容
も
理
解
せ
ず
、
得
度

の
た
め
に
音
を
覚
え
、
口
で
誦
え
る
こ
と
の
み
を
目
的
と
す
る
僧
が
多
数
存
在
し
た

こ
と
が
わ
か
る
。
読
誦
に
偏
重
す
る
余
り
、
禅
定
の
本
来
の
目
的
で
あ
る
静
慮
の
実
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現
の
み
な
ら
ず
、
戒
・
定
・
慧
を
そ
な
え
て
悟
り
へ
至
る
と
い
う
僧
侶
の
根
本
的
な

目
的
ま
で
も
が
等
閑
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

更
に
、
こ
う
し
た
読
誦
偏
重
と
も
言
う
べ
き
姿
勢
は
、
当
時
の
山
林
修
行
の
実
態

か
ら
も
見
ら
れ
る
。
薗
田
香
融
氏
の
指
摘）
42
（

に
よ
れ
ば
、
最
澄
と
議
論
を
繰
り
広
げ
た

僧
綱
の
一
人
で
あ
る
法
相
宗
護
命
の
卒
伝
に
、「
是
日
、
僧
正
傳
灯
大
法
師
位
護
命

卒
（
中
略
）
入
吉
野
山
而
苦
行
焉
、
十
七
得
度
、
便
就
同
寺
勝
虞
大
僧
都
、
學
習
法

相
大
乗
也
、
月
之
上
半
入
深
山
、
修
虚
空
蔵
法
、
下
半
在
本
寺
、
研
精
宗
旨
」（『
續

日
本
後
紀
』
承
和
元
年
九
月
戌
午
条
）
と
あ
り
、
護
命
が
「
月
上
半
」
に
「
吉
野
山
」

な
ど
の
「
深
山
」
に
入
り
、
修
行
し
て
い
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
最

澄
に
「
無
得
定
人
」
と
指
摘
し
た
張
本
人
で
あ
る
護
命
が
山
林
修
行
を
行
っ
て
い
る

こ
と
に
ま
ず
注
目
さ
れ
る
が
、
そ
の
修
行
の
内
実
は
、
薗
田
氏
に
よ
れ
ば
「
虚
空
蔵

法
」
の
実
践
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
薗
田
氏
は
、
虚
空
蔵
法
の
実
践
に
は
記
憶
力
を

高
め
る
と
い
う
効
果
が
あ
り
、
こ
こ
に
記
録
さ
れ
た
「
月
上
半
」
の
活
動
は
、
当
時

の
僧
に
求
め
ら
れ
た
護
国
経
典
暗
誦
の
た
め
の
入
山
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
膨
大
な
量
の
経
論
の
内
容
を
暗
記
し
読
誦
す
る
こ
と
は
容
易
な
作

業
で
は
な
く
、
世
俗
の
喧
騒
を
離
れ
た
山
奥
に
入
り
、
集
中
し
て
暗
記
を
行
う
必
要

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
吉
野
山
に
展
開
し
た
護
命
等
の
山
林
修
行
を
、
最
澄
は
「
比
蘇
自
然
智
」

（「
顕
戒
論
」
巻
中
）
と
称
し
て
い
る
。「
比
蘇
」
と
は
、
吉
野
山
比
蘇
山
寺
を
指
す

と
考
え
ら
れ
、
こ
こ
か
ら
、
当
時
吉
野
比
蘇
山
寺
を
中
心
と
す
る
山
林
修
行
の
本
質

が
、「
自
然
智
」
と
い
う
言
葉
に
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
自
然
智
」
に
は
、「
生
ま
れ
な
が
ら
の
智
」（
薗
田
氏
論
文
）、
師
の
相
承
を
経
ず
、

自
ら
の
力
に
よ
る
悟
り
（
末
木
文
美
士
氏
「
奈
良
時
代
の
禅
」）
43
（

）
等
と
い
っ
た
意
味

が
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
薗
田
氏
は
、
最
澄
等
が
語
る
「
自
然
智
」
の
意

味
を
、「
後
天
的
な
学
習
に
よ
っ
て
獲
得
せ
ら
れ
る
「
学
知
」
と
対
比
せ
ら
れ
る
よ

う
な
」、「
宗
学
の
前
提
と
な
る
よ
う
な
天
賦
の
叡
智
の
獲
得
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
即

ち
当
時
の
山
林
修
行
は
、
修
行
者
本
人
に
も
と
か
ら
備
わ
る
霊
的
な
力
を
高
め
る
た

め
と
い
う
認
識
の
も
と
で
行
わ
れ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
護
命

の
活
動
を
見
る
と
、
こ
う
し
て
高
め
ら
れ
た
力
は
、
経
典
の
暗
誦
と
そ
れ
に
よ
る
功

徳
の
発
露
の
た
め
に
費
や
さ
れ
て
お
り
、
本
来
最
重
要
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
は
ず

の
修
行
者
の
静
慮
実
現
と
い
う
目
的
は
そ
れ
ら
と
比
し
て
低
い
位
置
に
置
か
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る）
44
（

。

こ
こ
か
ら
、
禅
定
実
践
の
場
で
あ
る
山
林
修
行
そ
の
も
の
が
、
修
行
者
の
心
で
の

静
慮
実
現
よ
り
も
、
読
誦
を
実
現
す
る
た
め
の
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
る
。
一
方
で
、
智
光
と
同
様
南
都
教
団
の
学
侶
で
あ
っ
た
護
命
に
と
っ
て
は
、
こ

の
山
林
修
行
が
必
ず
し
も
自
身
の
理
解
に
即
し
た
禅
定
実
践
の
場
と
は
な
り
得
な

か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
、
護
命
は
山
林
修
行
者
で
あ
り
な
が
ら

も
、
最
澄
に
対
し
て
「
無
得
定
人
」
と
の
批
判
を
繰
り
広
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

こ
う
し
た
事
例
を
通
し
て
、
心
で
の
静
慮
実
現
を
禅
定
の
本
質
と
考
え
る
寺
院
社

会
の
認
識
と
、
読
誦
を
実
践
し
、
時
に
そ
れ
に
偏
重
し
て
静
慮
実
現
を
等
閑
視
し
、

口
誦
の
実
現
だ
け
が
目
的
と
な
り
か
ね
な
い
現
実
の
禅
定
と
の
相
違
を
見
て
取
る
こ

と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
相
違
こ
そ
が
、「
顕
戒
論
」
に
見
ら
れ

る
「
無
得
定
人
」
と
の
指
摘
に
繋
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

延
暦
二
十
年
の
勅
や
最
澄
の
「
顕
戒
論
」
を
見
る
限
り
、
こ
う
し
た
問
題
は
「
顕

戒
論
」
が
成
立
し
た
弘
仁
十
一
年
（
八
二
〇
）
の
段
階
ま
で
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
こ
で
次
節
に
お
い
て
、
何
故
禅
定
が
読
誦
の
形
を
と
っ
て
実
践
さ
れ
続
け
た

の
か
、
そ
の
要
因
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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奈良期における禅定の問題

第
三
節　

禅
定
の
課
題

前
節
に
お
い
て
、
心
を
重
視
す
る
寺
院
社
会
の
禅
定
理
解
と
、
読
誦
・
利
益
を
重

視
す
る
禅
定
の
実
態
と
の
相
違
が
「
無
得
定
人
」
の
指
摘
の
原
因
で
は
な
い
か
と
考

察
し
た
。
こ
れ
を
受
け
本
節
で
は
、
何
故
こ
う
し
た
指
摘
が
あ
り
な
が
ら
奈
良
期
の

禅
定
が
読
誦
と
し
て
行
わ
れ
た
の
か
検
討
し
た
い
。

当
時
の
寺
院
社
会
が
心
を
中
心
と
す
る
禅
定
を
重
ん
じ
た
こ
と
は
先
述
の
通
り
で

あ
る
が
、
こ
う
し
た
禅
定
を
実
践
す
る
者
は
、
奈
良
期
に
日
本
に
存
在
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。

例
え
ば
、
入
唐
し
て
玄
奘
三
蔵
に
法
相
教
学
を
学
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
る
飛
鳥
時
代

の
僧
、
道
昭
の
事
例
に
着
目
し
た
い
。『
續
日
本
紀
』
文
武
四
年
（
七
〇
〇
）
三
月

己
未
条
に
掲
載
さ
れ
る
道
昭
卒
伝
に
よ
れ
ば
、

孝
徳
天
皇
白
雉
四
年
、
隨
使
入
唐
、
適
遇
玄
弉
三
蔵
、
師
受
業
焉
、（
中
略
）

又
謂
曰
、
経
論
深
妙
不
能
究
竟
、
不
如
學
禪
流
伝
凍
土
、
和
尚
奉
教
、
始
習
禪

定
、
所
悟
稍
多
、（
中
略
）
於
元
興
寺
東
南
隅
別
建
禪
院
而
住
焉
、
于
時
天
下

行
業
之
徒
、
従
和
尚
學
禪
焉

と
の
記
述
が
見
え
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
道
昭
は
、
白
雉
四
年
（
六
五
三
）
に
入
唐
し
、

玄
弉
三
蔵
の
も
と
に
参
学
し
た
が
、
そ
の
際
玄
弉
三
蔵
の
言
に
よ
り
「
禪
定
」
を
学

ん
だ
。
そ
の
後
、
道
昭
は
帰
朝
し
て
元
興
寺
に
禅
院
を
建
立
し
、
こ
こ
に
「
天
下
行

業
之
徒
」
が
集
っ
た
と
あ
る
。

こ
こ
で
道
昭
が
学
ん
だ
と
さ
れ
る
「
禪
定
」
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
定

か
で
は
な
く
、
法
相
に
お
け
る
禅
定
で
あ
る
唯
識
や
、
達
磨
系
の
禅
法
等
の
説
が
あ

る）
45
（

。
又
末
木
文
美
士
氏
は）
46
（

、
正
倉
院
に
伝
来
す
る
禅
関
係
の
経
論）
47
（

を
通
し
て
、
道
昭

が
伝
え
た
の
は
仏
の
姿
（
相
好
）
を
思
念
す
る
形
の
禅
定
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
選
択
肢
の
な
か
か
ら
道
昭
の
伝
え
た
と
さ
れ
る
禅
定
を
特
定
す
る

こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
仏
の
姿
を
念
じ
る
等
、
読
誦
よ
り
も
心

を
中
心
に
行
う
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
禅
を
伝
え
た
道

昭
の
も
と
に
、「
天
下
行
業
之
徒
」
が
集
ま
っ
た
と
あ
る
か
ら
、
道
昭
の
禅
定
は
広

範
囲
に
弘
法
さ
れ
、
実
践
が
試
み
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
事
例
に
見
ら
れ
る
通
り
、
当
時
寺
院
社
会
の
理
解
に
即
し
た
禅
定
を
実

践
し
よ
う
と
す
る
者
や
、
そ
の
手
段
を
学
ぶ
機
会
は
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
あ
え
て
読
誦
は
禅
定
実
践
の
中
心
に
在
り
続
け
た
と
考
え

ら
れ
る
。

で
は
、
何
故
読
誦
が
重
視
さ
れ
続
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
要
因
と
し
て
考
え

ら
れ
る
の
は
、『
續
日
本
紀
』
や
「
日
本
霊
異
記
」
の
記
述
等
か
ら
見
ら
れ
る
様
に
、

律
令
国
家
や
民
衆
等
、
世
俗
社
会
の
評
価
や
期
待
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
で
は
、
何
故
世
俗
は
禅
定
実
践
の
手
段
と
し
て
読
誦
を
求
め
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
、
ま
ず
、
当
時
の
禅
定
と
、
そ
れ
を
実
践
す
べ
き
場
で

あ
っ
た
山
林
修
行
を
取
り
巻
く
状
況
を
確
認
し
た
い
。「
僧
尼
令
」
に
は
、「
凡
僧
尼

卜
相
吉
凶
及
小
道
、
巫
術
、
療
病
者
、
皆
還
俗
、
其
依
佛
法
、
持
咒
救
疾
、
不
在
禁

限
」
と
の
禁
令
が
あ
る
。
当
時
、
律
令
国
家
は
、「
療
病
」
等
を
「
巫
術
」
を
用
い

て
行
う
こ
と
を
禁
止
し
、
一
方
で
「
佛
法
」
に
よ
る
「
持
咒
」
で
「
救
疾
」
す
る
も

の
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
と
し
た
。
こ
う
し
た
禁
令
が
出
さ
れ
た
背
景
に
は
、
仏
法

に
も
と
づ
く
現
世
利
益
の
呪
力
獲
得
へ
の
律
令
国
家
の
期
待
を
見
て
取
れ
る
一
方
、

現
実
に
は
、『
續
日
本
紀
』
天
平
元
年
四
月
癸
亥
条
の
、

、
内
外
文
武
百
官
及
天
下
百
姓
、
有
學
習
異
端
蓄
績
幻
術
、
壓
魅
咒
咀
害
傷

百
物
者
、
首
斬
從
流
、
如
有
停
住
山
林
詳
道
佛
法
、
自
作
教
化
、
傳
習
授
業
、

封
印
書
苻
、
合
藥
造
毒
、
萬
方
作
恠
、
違
犯

禁
者
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と
の
勅
に
あ
る
通
り
、
山
林
修
行
が
、
必
ず
し
も
律
令
国
家
が
求
め
る
仏
道
修
行
の

場
と
な
り
得
ず
、
仏
教
以
外
の
信
仰
と
も
結
び
つ
い
て
「
幻
術
」
等
の
温
床
と
な
り
、

世
俗
社
会
に
混
乱
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
禅
定
と
そ
れ
以
外
の
修
行
を
修
行
者
以
外
が
明
確
に
区
分
す
る
の
は
、

極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
山
林
が
禅
定
修
行
の
場
と
し
て

選
ば
れ
た
の
は
、
衆
目
を
離
れ
た
清
閑
な
場
で
の
実
践
を
目
的
と
す
る
た
め
で
あ

り
、
そ
の
修
行
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
更
に
、
禅
定
の
実
践
は
、

当
時
の
寺
院
社
会
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
本
来
修
行
者
の
心
の
内
面
で
達
成
さ
れ
る
べ

き
問
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

更
に
、『
續
日
本
紀
』
養
老
二
年
（
七
一
八
）
十
月
庚
午
条
に
は
、「
其
居
非
精
舎
、

行
乖
練
邪
、
任
意
入
山
、
輙
造
菴
窟
、
混
濁
山
河
之
淸
、
雜
燻
煙
霧
之
彩
」
と
あ
り
、

「
入
山
」
す
る
も
の
の
な
か
に
、
仏
法
を
修
せ
ず
、
山
林
修
行
の
不
透
明
性
に
乗
じ

て
、「
行
乖
練
邪
」
す
る
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
た
め
、
山
林
で

修
行
す
る
禅
師
は
、「
毎
知
在
山
、
不
得
別
向
他
處
」（
同
前
）
と
あ
る
様
に
、
そ
の

活
動
を
逐
一
報
告
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
律
令
国
家
は
当
時

山
林
で
の
修
行
者
の
行
動
を
統
制
し
得
ず
、
修
行
者
本
人
の
申
告
を
必
要
と
し
た
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
様
に
、
寺
院
社
会
の
理
想
と
す
る
禅
定
を
実
践
す
る
な
ら
ば
、
衆
目
を
離
れ

山
林
に
こ
も
り
、
心
に
集
中
し
た
禅
定
に
よ
っ
て
静
慮
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
に
な

る
が
、
そ
れ
で
は
修
行
者
が
禅
定
を
如
何
に
修
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は

出
来
な
い
。
し
か
し
、
当
時
の
山
林
修
行
の
不
透
明
性
を
悪
用
し
、
仏
道
修
行
を
な

し
た
と
偽
り
、
世
俗
社
会
に
害
を
及
ぼ
す
者
も
存
在
し
た
。
そ
こ
で
律
令
国
家
は
、

山
林
で
の
禅
定
修
行
に
よ
る
呪
力
獲
得
と
利
益
に
期
待
す
る
一
方
、
常
に
修
行
者
を

勅
に
よ
っ
て
規
制
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
こ
う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て
、
読
誦
は
禅
定
に
如
何
な
る
役
割
を
果
た
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
最
澄
の
禅
法
の
祖
師
に
当
た
る
、
奈
良
期
に
来
朝
し
た
唐
人
僧
道
璿
の

事
績
に
注
目
し
た
い
。
最
澄
が
自
ら
の
天
台
・
戒
・
真
言
・
禅
の
相
承
の
系
譜
を
書

き
記
し
た
「
内
證
仏
法
相
承
血
脈
譜
」）
48
（

に
は
、

大
唐
道
璿
和
上
天
平
八
歳
至
自
大
唐
、
戒
行
絶
倫
教
誘
不
怠
、
至
天
平
勝
寶
三

歳
聖
朝
請
爲
律
師
、
俄
而
以
疾
退
去
比
蘇
山
寺
、
和
上
毎
誦
梵
綱
之
文
、
其
勤

誦
之
声
、
零
零
可
聽
、
如
玉
如
金
、
發
人
善
心
、
吟
味
幽
咏
、
律
蔵
細
密
、
禪

法
玄
深
、

と
あ
る
。
唐
の
僧
道
璿
は
、
戒
律
興
隆
の
た
め
天
平
勝
宝
三
年
（
七
五
一
）
日
本
に

招
請
さ
れ
た
。
道
璿
は
戒
律
の
ほ
か
、「
禪
法
」
に
も
通
じ
て
い
た
が
、
来
朝
の
後

程
な
く
吉
野
比
蘇
山
寺
へ
退
去
す
る
こ
と
と
な
る
。
道
璿
は
、
常
に
戒
律
に
つ
い
て

述
べ
ら
れ
た
経
論
で
あ
る
「
梵
綱
経
」）
49
（

を
読
誦
し
て
い
た
が
、
そ
の
声
を
聞
い
た
も

の
は
皆
善
心
を
起
こ
し
、
奥
深
い
神
秘
的
な
心
境
に
な
っ
た
と
言
う
。
又
、
律
蔵
、

禅
法
に
優
れ
た
僧
で
あ
っ
た
と
あ
る
。

こ
の
「
禪
法
」
に
つ
い
て
は
、「
三
国
仏
法
伝
通
縁
起
」）

50
（

に
、「
璿
公
是
華
嚴
寺
普

寂
和
尚
之
弟
子
也
、
普
寂
即
華
厳
宗
法
匠
、
随
北
宗
神
秀
禪
師
傳
達
磨
禪
法
、
璿
公

随
普
寂
習
傳
華
厳
及
以
禪
法
」
と
あ
る
様
に
、
道
璿
の
師
普
寂
が
「
北
宗
神
秀
」
か

ら
継
承
し
た
達
磨
系
の
禅
法
で
あ
っ
た
と
い
う
。
普
寂
の
禅
法
に
つ
い
て
は
、「
内

證
仏
法
相
承
血
脈
譜
」
に
も
、

昔
三
蔵
菩
提
達
磨
天
竺
東
來
、
至
於
漢
地
傳
禪
法
於
慧
可
、
可
傳
僧
璨
、
璨
傳

道
信
、
信
傳
弘
忍
、
忍
傳
神
秀
、
秀
傳
普
寂
、
寂
即
我
律
師
所
事
和
上
也
、
本

在
嵩
山
流
傳
禪
法
人
衆
多
歸
、
故
有
勅
請
入
東
都
、
常
在
華
嚴
寺
傳
法
、
故
曰

華
嚴
尊
者
、

と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
日
本
に
流
伝
し
た
「
禪
法
」
は
、
達
磨
系
の
禅
法
で
あ
っ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
れ
が
最
澄
に
継
承
さ
れ
、
後
に
天
台
宗
に
お
け
る
禅
法
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の
系
譜
に
繋
が
る
こ
と
と
な
る
。

こ
う
し
た
禅
法
の
継
承
者
で
あ
る
一
方
、
道
璿
は
「
毎
誦
梵
綱
之
文
」
と
あ
る
様

に
、
読
誦
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
道
璿
の
読
誦
に
は
、
そ
れ
を
聞
い
た
人
々

を
発
心
さ
せ
、
神
秘
的
な
心
境
を
体
感
さ
せ
る
効
果
が
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
読
誦
の
効
果
に
つ
い
て
、
時
代
は
下
る
が
永
観
二
年
（
九
八
四
）
源
為

憲
撰
述
の
「
三
宝
絵
詞
」）
51
（

に
は
、「
娑
婆
世
界
は
こ
ゑ
佛
事
を
な
し
け
れ
は
、
僧
の

た
へ
な
る
偈
頌
と
な
へ
、
俗
の
た
ふ
と
き
詩
句
を
誦
す
る
を
き
く
に
、
心
お
の
つ
か

ら
う
こ
き
て
、
な
み
た
袖
を
う
る
ほ
す
」
と
の
記
述
が
あ
る
。

こ
こ
で
、
在
俗
の
人
間
で
あ
る
為
憲
が
、「
こ
ゑ
」
に
よ
る
仏
事
を
重
視
し
、
声

を
出
し
て
読
み
上
げ
る
こ
と
、
そ
れ
を
聞
く
こ
と
に
は
、
聞
く
者
の
心
の
状
態
を
動

か
し
、
神
秘
的
な
境
地
へ
導
く
と
い
う
効
果
が
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
こ
と
に
注
目

さ
れ
る
。
即
ち
読
誦
と
は
、
禅
定
修
行
と
そ
の
成
果
を
、
音
と
呪
術
的
な
効
果
に

よ
っ
て
他
者
に
表
現
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
手
段
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
に

よ
っ
て
世
俗
社
会
に
高
く
評
価
さ
れ
、
受
容
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。以

上
の
点
か
ら
、
読
誦
は
、
当
時
禅
定
に
嫌
疑
を
向
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
世
俗

社
会
に
対
し
、
理
想
的
な
禅
定
を
達
成
し
、
呪
力
を
獲
得
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
役

割
を
担
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
寺
院
社
会
が
読
誦
を
主
体
と
す
る
禅

定
を
批
判
す
る
一
方
で
、
禅
定
実
践
の
手
段
と
し
て
重
視
さ
れ
続
け
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
禅
定
の
問
題
と
寺
院
社
会
の
展
開
と
の
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
奈
良
期
の
禅
定
に
つ
い
て
、
そ
の
課
題
を
寺
院
社
会
の
理
解
を
踏
ま
え
な
が

ら
考
察
し
て
き
た
。

奈
良
期
の
禅
定
の
実
態
に
は
、「
無
得
定
人
」
と
の
指
摘
に
あ
る
通
り
、
当
時
の

寺
院
社
会
の
禅
定
理
解
と
の
相
違
点
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
先
行
研
究

に
よ
れ
ば
、
奈
良
期
の
禅
定
は
、
呪
術
的
活
動
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
が

問
題
と
さ
れ
て
き
た
。
実
際
に
奈
良
期
の
各
種
史
料
に
見
え
る
禅
師
た
ち
の
活
動
を

見
る
と
、
呪
術
を
用
い
て
世
俗
に
利
益
を
齎
す
活
動
に
従
事
し
て
い
る
。
し
か
し
、

当
時
日
本
に
流
布
し
て
い
た
経
論
や
、
そ
れ
を
学
ん
だ
当
時
の
寺
院
社
会
の
理
解
に

よ
れ
ば
、
禅
定
と
は
、
修
行
者
が
悟
り
を
得
た
後
、
呪
術
を
用
い
て
衆
生
利
益
を
行

う
こ
と
を
も
目
的
と
し
て
実
践
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
古
代
の
禅
定
が

呪
術
を
伴
う
と
い
う
特
質
に
よ
っ
て
「
屈
折
」
し
た
と
す
る
先
行
研
究
の
評
価
は
、

必
ず
し
も
適
切
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
当
時
の
寺
院
社
会
が
指
摘
し
た
禅
定
の
問
題
点
と
は
如
何
な
る
も
の
で

あ
っ
た
の
か
。
そ
こ
で
当
時
の
禅
定
実
践
の
様
子
を
見
る
と
、
経
論
を
口
で
読
み
上

げ
る
読
誦
と
い
う
形
を
取
っ
て
実
践
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

読
誦
と
は
、
禅
定
を
実
践
し
た
時
と
同
様
の
心
の
状
態
や
、
呪
力
の
発
揮
を
期
待

で
き
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
の
寺
院
社
会
は
、
禅
定
は
本
来
身
や
口
で
の

実
践
よ
り
も
、
修
行
者
の
心
の
力
に
よ
っ
て
な
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
読
誦
は
心
だ

け
で
静
慮
を
実
現
し
得
な
い
時
の
補
助
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
。
一
方
で
、
現
実

の
禅
定
は
、
読
誦
を
極
め
て
重
視
し
、
時
に
は
心
を
等
閑
視
し
て
口
で
読
み
上
げ
る

行
為
そ
の
も
の
を
目
的
に
実
践
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
理
想
と
実
態
の
相
違
が
、
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「
無
得
定
人
」
と
の
指
摘
に
繋
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
こ
う
し
た
矛
盾
を
抱
え
な
が
ら
、
何
故
読
誦
が
重
視
さ
れ
続
け
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
本
来
寺
院
社
会
が
理
想
と
し
た
禅
定
は
、
衆
目
を
離
れ
た
山
林
で
、
心
の

力
に
よ
っ
て
実
現
す
べ
き
も
の
で
あ
る
た
め
、
修
行
者
以
外
に
は
修
行
の
過
程
や
そ

の
成
果
が
不
明
瞭
で
あ
る
。
し
か
し
当
時
、
そ
の
不
透
明
性
を
悪
用
し
た
者
た
ち

が
、
世
俗
社
会
に
混
乱
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
律
令
国
家
は
、
禅

定
修
行
に
よ
る
呪
力
と
利
益
に
期
待
す
る
一
方
、
そ
の
修
行
の
内
実
に
は
嫌
疑
を
向

け
、
度
々
規
制
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
読
誦
は
、
禅
定
実
践
の
姿
を
表
現

し
、
そ
れ
を
聞
く
者
の
心
を
動
か
し
て
神
秘
的
な
境
地
を
共
有
す
る
効
能
を
も
ち
、

世
俗
社
会
か
ら
も
高
い
評
価
を
以
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
当

時
読
誦
が
禅
定
実
践
の
中
心
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
こ
う
し
た
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
最
後
に
、
奈
良
期
の
禅
定
の
課
題
を
再

考
し
、
寺
院
社
会
の
展
開
と
の
関
係
に
つ
い
て
一
考
し
た
い
。

従
来
の
研
究
に
お
い
て
、
奈
良
期
の
禅
定
は
、
呪
術
と
一
体
で
あ
っ
た
点
に
多
く

の
注
目
が
集
ま
っ
て
き
た
。
し
か
し
奈
良
期
の
禅
定
の
問
題
は
、
修
行
者
の
心
に
如

何
な
る
境
地
を
実
現
し
た
か
よ
り
も
、
口
等
の
所
作
を
伴
い
な
が
ら
、
そ
の
実
践
の

成
果
を
目
に
見
え
る
形
に
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
た
点
に
あ
る
。
そ
し
て
、
禅
定
実

践
の
姿
を
外
に
示
す
こ
と
を
評
価
し
た
世
俗
社
会
と
、
修
行
者
の
心
、
内
面
に
求
め

た
寺
院
社
会
と
の
双
方
の
要
求
を
満
た
す
禅
定
を
見
出
し
得
な
か
っ
た
こ
と
が
、
奈

良
期
の
禅
定
の
最
大
の
課
題
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
方
、
す
で
に
見
て
き
た
通
り
、
空
海
は
、
奈
良
期
の
寺
院
社
会
の
理
解
の
中
心

で
あ
っ
た
心
重
視
の
顕
教
の
禅
定
と
、
心
以
外
に
身
・
口
・
意
を
平
等
に
重
視
す
る

三
密
行
を
対
比
さ
せ
る
こ
と
で
、
自
ら
の
教
学
の
優
位
性
を
強
調
し
な
が
ら
密
教
を

弘
め
た
。
即
ち
、
読
誦
な
ど
の
所
作
を
重
視
す
る
当
時
の
実
態
を
否
定
せ
ず
、
同
時

に
心
を
も
重
視
す
る
こ
と
で
、
世
俗
社
会
の
要
求
に
も
、
寺
院
社
会
の
理
解
に
も
違

わ
ぬ
形
の
禅
定
を
う
ち
だ
し
た
の
で
あ
る
。
空
海
の
主
張
か
ら
、
こ
の
禅
定
の
形

が
、
寺
院
社
会
に
密
教
の
有
要
性
を
語
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
問
題
で

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
し
て
密
教
が
南
都
を
も
巻
き
込
み
、
寺
院
社
会

全
体
に
受
容
さ
れ
て
い
く
の
は
、
こ
う
し
た
空
海
の
主
張
が
寺
院
社
会
に
評
価
さ
れ

た
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
の
様
に
、
身
や
口
に
よ
る
何
ら
か
の
所
作
・
形

を
有
す
る
禅
定
を
理
想
と
す
る
こ
と
、
一
方
で
、
心
の
作
用
に
よ
る
静
慮
実
現
を
理

想
と
す
る
こ
と
、
こ
の
二
つ
の
相
反
す
る
課
題
が
存
在
し
た
情
況
か
ら
、
そ
れ
を
乗

り
越
え
る
新
し
い
形
の
禅
定
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
、
密
教
興
隆
と
い
う
寺
院
社
会

の
新
た
な
展
開
の
要
因
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

【
注
】

（
1
）　
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
五
十
四
巻
。

（
2
）　
「
一
切
経
音
義
」
巻
二
十
七
。

（
3
）　

説
一
切
有
部
の
論
書
、「
発
智
論
」
の
注
釈
書
。『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
二
七
巻
。

（
4
）　

禅
学
大
系
編
纂
局
編
『
禅
学
大
系
』
祖
録
部
五
巻
。

（
5
）　

本
稿
に
お
い
て
、
寺
院
社
会
と
は
、
得
度
し
、
仏
教
の
教
学
研
鑽
・
仏
道
修
行
を

活
動
の
中
心
と
し
、
又
そ
う
し
た
活
動
に
よ
っ
て
交
流
す
る
者
達
の
集
団
と
定
義
す

る
。
よ
っ
て
、
古
代
に
お
い
て
も
寺
院
社
会
と
い
う
語
を
用
い
る
。

（
6
）　

新
訂
増
補
『
国
史
大
系
』
二
二
巻
。

（
7
）　
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
七
七
巻
所
収
。

（
8
）　

源
信
に
よ
り
永
延
四
年
（
九
八
八
）
に
撰
述
さ
れ
た
、
延
暦
寺
横
川
首
楞
厳
院
の

住
僧
を
根
本
結
集
と
し
て
極
楽
往
生
を
願
い
創
始
さ
れ
た
二
十
五
三
昧
会
の
活
動
規

定
。
鈴
木
学
術
財
団
編
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
四
九
巻
。

（
9
）　

永
観
二
年
（
九
八
四
）、
恵
心
僧
都
源
信
撰
。
浄
土
往
生
の
た
め
の
修
行
の
実
践
法

を
体
系
化
し
た
仏
書
で
あ
る
。『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
八
四
巻
。

（
10
）　

古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
禅
行
を
包
括
的
に
検
討
し
た
研
究
と
し
て
、
船
岡
誠

氏
『
日
本
禅
宗
の
成
立
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）
が
あ
る
。
船
岡
氏
は
、
禅
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宗
史
の
立
場
か
ら
、
日
本
禅
宗
の
淵
源
を
古
代
の
禅
行
や
禅
師
た
ち
に
求
め
、
古
代

の
禅
を
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
古
代
の
禅
と
中
世
の
禅
宗
が
同
一
の
も
の
で
あ
る
と

の
前
提
の
も
と
で
論
を
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
古
代
の
禅
行
を
見
て
も
そ
の

性
質
は
多
様
で
あ
り
、
何
等
の
検
討
も
な
く
禅
と
い
う
語
句
一
つ
で
そ
れ
ら
を
同
一

の
も
の
と
捉
え
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
禅
に
は
多
様
な
意
味

が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
そ
れ
を
包
括
的
に
見
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

（
11
）　

新
訂
増
補
『
国
史
大
系
』
二
巻
。

（
12
）　

薗
田
香
融
氏
「
古
代
仏
教
に
お
け
る
山
林
修
行
と
そ
の
意
義
」（
同
氏
『
平
安
仏
教

の
研
究
』
所
収
、
法
蔵
館
、
一
九
八
一
年
）

（
13
）　

二
葉
憲
香
氏
「
古
代
仏
教
に
お
け
る
禅
行
に
つ
い
て
」（
二
葉
憲
香
氏
『
日
本
古
代

仏
教
史
の
研
究
』
所
収
、
永
田
文
昌
堂
、
一
九
八
四
年
）。

（
14
）　

横
田
健
一
氏
『
道
鏡
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
九
年
）。

（
15
）　

同
前
。

（
16
）　

同
前
。

（
17
）　

速
水
侑
氏
『
日
本
仏
教
史　

古
代
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
）。

（
18
）　
『
続
日
本
紀
』
文
武
四
年
（
七
〇
〇
）
三
月
己
未
条
の
道
昭
卒
伝
参
照
。
詳
細
は
後

述
す
る
。

（
19
）　
「
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
」
参
照
。
詳
細
は
後
述
す
る
。

（
20
）　

二
葉
氏
前
掲
著
作
二
九
八
頁
。

（
21
）　

弘
仁
十
一
年
（
八
二
〇
）
成
立
。『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
七
四
巻
所
収
。

（
22
）　

本
史
料
の
成
立
は
平
安
期
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
説
話
は
奈
良
期

よ
り
語
り
継
が
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
奈
良
期
の
様
子
を
伝
え
る
史

料
と
し
て
取
り
上
げ
る
。

（
23
）　

中
田
祝
夫
氏
校
注
・
訳
『
日
本
霊
異
記
』（
小
学
館
、
一
九
七
五
年
）。

（
24
）　

前
掲
船
岡
氏
著
作
。

（
25
）　

鳩
摩
羅
什
訳
、「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
」
の
こ
と
。『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
八
巻
。

（
26
）　
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
十
巻
。

（
27
）　

成
仏
を
目
指
す
菩
薩
が
実
践
す
べ
き
六
種
の
徳
目
の
こ
と
。
布
施
波
羅
蜜
・
持
戒

波
羅
蜜
・
忍
辱
波
羅
蜜
・
精
進
波
羅
蜜
・
禅
波
羅
蜜
・
智
慧
波
羅
蜜
の
六
種
。

（
28
）　

石
山
寺
蔵
「
大
智
度
論
」
巻
三
十
三
奥
書
。『
大
日
本
古
文
書
』
二
四
巻
。

（
29
）　
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
三
十
巻
。

（
30
）　

石
山
寺
蔵
「
僧
賢
證
書
写
瑜
伽
師
地
論
願
文
」。『
大
日
本
古
文
書
』
二
四
巻
。

（
31
）　
「
顕
戒
論
」
上
巻
。

（
32
）　

こ
の
二
名
が
何
者
を
指
す
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
聖
徳
太
子
・
行
基

菩
薩
を
指
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
33
）　

新
訂
増
補
『
国
史
大
系
』
五
巻
。

（
34
）　
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
九
巻
。

（
35
）　
『
續
日
本
紀
』
天
平
六
年
十
二
月
戌
寅
条
に
は
、「
自
今
以
後
、
不
論
道
俗
、
所
學

度
人
、
唯
取
闇
誦
法
華
經
一
部
、
或

勝
王
經
一
部
、
兼
解
礼
佛
、
淨
行
三
年
以
上
者
、

令
得
度
者
」
と
あ
り
、
得
度
の
許
可
は
、「
法
華
経
」
も
し
く
は
「
最
勝
王
経
」
の
暗

誦
を
可
能
と
す
る
も
の
に
行
う
と
す
る
勅
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
経
典
暗
誦
が
必
須

と
さ
れ
た
要
因
は
、
一
つ
に
は
後
述
の
様
な
護
国
の
利
益
が
期
待
さ
れ
る
経
典
で

あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

（
36
）　

四
世
紀
頃
の
成
立
と
さ
れ
る
。『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
一
六
巻
。

（
37
）　

空
海
が
唐
か
ら
持
ち
帰
っ
た
経
論
、
曼
荼
羅
、
密
教
法
具
等
の
目
録
。
大
同
元
年

（
八
〇
六
）
十
月
二
十
二
日
の
日
付
が
あ
る
。『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
五
五
巻
。

（
38
）　

智
光
の
「
無
量
寿
経
義
釈
」
そ
の
も
の
は
今
日
既
に
散
逸
し
て
い
る
が
、
恵
谷
隆

戒
氏
等
の
成
果
に
よ
っ
て
一
部
復
元
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
恵
谷
隆
戒
氏

「
智
光
の
無
量
寿
経
論
釈
の
復
元
に
つ
い
て
」（『
仏
教
大
学
研
究
紀
要
』
三
四
号
、

一
九
五
八
年
）
に
お
け
る
復
元
の
成
果
に
依
っ
た
。

（
39
）　

東
大
寺
戒
壇
院
凝
然
が
応
長
元
年
（
一
三
一
一
）
撰
述
し
た
、
印
度
・
中
国
・
日

本
の
浄
土
教
弘
通
の
歴
史
を
記
し
た
書
。『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
八
四
巻
。

（
40
）　

智
光
の
「
無
量
寿
経
論
釈
」
に
は
、
中
国
三
論
の
大
成
者
で
あ
る
吉
蔵
の
浄
土
教

思
想
の
影
響
が
見
ら
れ
る
と
い
う
（
伊
藤
昌
彦
氏
「
智
光
の
浄
土
教
へ
の
一
考
察
：

吉
蔵
の
浄
土
教
と
の
関
連
を
中
心
に
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
五
―
一
所
収
、

二
〇
〇
六
年
一
二
月
）。

（
41
）　

前
掲
『
續
日
本
紀
』
天
平
六
年
十
二
月
戌
寅
条
。

（
42
）　

前
掲
薗
田
氏
著
作
。

（
43
）　

同
氏
『
日
本
仏
教
思
想
史
論
考
』
所
収
、
大
蔵
出
版
、
一
九
九
三
年
）。

（
44
）　

後
述
す
る
唐
僧
道
璿
が
退
去
し
た
の
が
吉
野
山
比
蘇
山
寺
で
あ
る
。
道
璿
は
達
磨

の
禅
法
の
継
承
者
で
も
あ
り
、
読
誦
重
視
の
日
本
の
世
俗
社
会
の
影
響
を
受
け
に
く

い
立
場
で
あ
っ
た
禅
定
修
行
者
に
と
っ
て
も
、
こ
の
場
は
修
行
者
の
力
を
高
め
る
の

に
適
し
た
場
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
う
し
た
場
で
得
ら
れ
た
力
は
、
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護
命
等
の
場
合
、
本
文
で
述
べ
る
よ
う
に
護
国
経
典
の
暗
誦
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

（
45
）　

例
え
ば
、
禅
僧
虎
関
師
練
に
よ
り
鎌
倉
期
に
成
立
し
た
「
元
亨
釈
書
」
で
は
、
日

本
禅
宗
の
初
伝
を
道
昭
で
あ
る
と
す
る
（
巻
二
七
「
諸
宗
史
」）。
し
か
し
『
續
日
本
紀
』

道
昭
卒
伝
で
は
、
道
昭
が
達
磨
の
禅
法
を
嗣
い
だ
と
す
る
記
録
は
見
当
た
ら
な
い
。

（
46
）　

前
掲
末
木
氏
論
文
。

（
47
）　

末
木
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
天
平
十
九
年
の
正
倉
院
文
書
に
見
え
る
「
禅
経
三
巻
」、

「
治
禅
病
秘
要
経
一
巻
」
等
の
記
述
か
ら
、
道
昭
が
招
来
し
た
禅
関
係
の
経
論
を
『
達

摩
多
羅
経
』『
治
禅
病
秘
要
経
』『
禅
秘
要
法
経
』『
禅
要
経
』
と
比
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
経
論
は
、
仏
の
色
身
、
相
好
を
心
に
思
い
浮
か
べ
、
観
察
し
て
い
く
形
の

禅
定
を
説
く
。

（
48
）　

最
澄
が
相
承
し
た
円
・
密
・
戒
・
禅
の
法
脈
の
記
録
。
最
澄
自
身
の
撰
と
さ
れ
る
。

鈴
木
学
術
財
団
編
『
日
本
大
蔵
経
』
七
五
巻
所
収
。

（
49
）　

大
乗
仏
教
独
自
の
戒
律
で
あ
る
十
重
四
十
八
軽
戒
に
つ
い
て
説
か
れ
た
経
。
鳩
摩

羅
什
作
と
さ
れ
る
が
、
中
国
で
作
成
さ
れ
た
偽
経
で
あ
る
。
日
本
で
は
特
に
最
澄
に

よ
っ
て
広
め
ら
れ
、
延
暦
寺
の
戒
壇
は
梵
綱
経
に
説
く
十
重
四
十
八
軽
戒
を
根
拠
に

設
立
さ
れ
た
。

（
50
）　

凝
然
に
よ
っ
て
応
長
元
年
撰
述
さ
れ
た
、
印
度
・
中
国
・
日
本
へ
の
仏
法
伝
来
に

つ
い
て
記
し
た
歴
史
書
。
仏
書
刊
行
会
編
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
〇
一
巻
所
収
。

（
51
）　

平
安
中
期
の
仏
法
説
話
集
。
源
為
憲
が
冷
泉
天
皇
の
皇
女
尊
子
内
親
王
の
教
育
用

に
作
っ
た
と
さ
れ
る
。
鈴
木
学
術
財
団
編
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
九
〇
巻
所
収
。
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